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１ 背景と試験の目的

●近年、ニホンジカの食害に加えノウサギの食害が増加

●獣害対策を含めて、造林の低コスト化が必要

●下刈り回数の削減が期待される大苗植栽導入の可能性

●大苗の植栽初期のノウサギ被害状況の把握

●ノウサギの被害に対する簡易で有効な防護手法の検討
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【背景】

スギ大苗３年生（300cc）
苗長：104㎝ 根元径：8.1㎜
形状比128

ヒノキ大苗４年生（約470cc）
苗長：114㎝ 根元径：10.0㎜
形状比114

●試験に使用したコンテナ大苗は
スギ 150ccのコンテナ苗を300ccのキャビティコンテナに移植
ヒノキ 150ccのコンテナ苗をⅯスターシートで嵩上げ

２ 取り組みの経過
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（１）試験地１ （林道下方）

試験目的 大苗の植栽初期の
ノウサギ被害状況把握

標高 780m
林地傾斜 約15～20度（植栽区域）
方位 北北西
植栽本数等

① スギ大苗 300cc 30本
② ヒノキ大苗 470cc 30本
③ スギ普通苗 150cc 30本
④ ヒノキ普通苗150cc 30本

合計 120本
試験期間 令和４年３月～令和５年９月

試験地の近景
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３ 試験の概要

№1

試験地位置図
石原続新山国有林８８林班い小班

（２）試験地２ （林道上方）

試験目的 紙筒を使用したノウサギ
被害防護効果の検証

標高 860m
林地傾斜 約20～25度（植栽区域）
方位 北東

試験設定
紙厚の異なる２種類の紙筒を
①ス ギ大苗 12本（１種 ６本づつ）
②ヒノキ大苗 12本（１種６本づつ）

合計 24本
の苗木に被覆。

試験地の近景
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№２

試験地位置図
石原続新山国有林８８林班い小班

３ 試験地の概要



試験に使用した紙筒
一般的にポスター用紙等を収納する紙筒。

①内径50mm 紙厚１mm 「薄手」。
筒が細く背割りを入れて被覆。

②内径70mm 紙厚２mm 「厚手」。
背割りせず苗木の上から被覆。

紙筒の高さ
20㎝～60㎝程度の長さに切って
防護効果の検証。

調査期間 令和４年４月～令和５年９月
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①背割りあり：高さ35㎝

３ 試験地の概要

②背割りなし：高さ60㎝

（１）ノウサギの被害形態の分類
（「ノウサギ生息数調査法と被
害調査法マニュアル（野兎研
究会）」を参考として、併せて
剝皮被害の調査も実施（右
表）。

（２）主軸切断部の地上高及び切
断部の直径を計測。
剝比被害は目視による。

（３）紙筒は防護効果は被害状
況の把握し、資材の劣化等は
目視により確認。

４ ノウサギ被害調査の方法について

表３
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（１）ノウサギ被害の状況

被害
本数

被害率
被害
本数

被害率
被害
本数

被害率 本数 割合 本数 割合

スギ普通苗 30 1 3% 28 93% 1 3% 0 0% 3 10%
スギ大苗 30 4 13% 13 43% 13 43% 0 0% 6 20%
ヒノキ普通苗 30 0 0% 26 87% 3 10% 1 3% 21 70%
ヒノキ大苗 30 0 0% 5 17% 25 83% 0 0% 21 70%

計 120 5 4% 72 60% 42 35% 1 1% 51 43%

態様別被害状況表（令和５年９月22日時点）

試験区
No.1

植栽
本数

側枝食害 主軸切断 剝皮 食害なし 枯死
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５ 調査結果 （試験地１ ノウサギ被害状況の把握）

①主軸切断は、普通苗で植栽直後から、スギ大苗で冬季に被害の拡大を確認した。
②剝比は、5月～6月に大苗で被害、特にヒノキ大苗は枯死に至る傾向が見られた。
③苗木別には、普通苗で主軸切断、大苗で剝比の被害形態割合が高い傾向が見られた。
④樹種別には、ヒノキで枯死割合が顕著化する傾向が見られた。

（１）試験地No.１ （石原林道下方）

ノウサギによるヒノキの大苗の主軸切断と剝皮の複合被害の写真

ヒノキ大苗の主軸切断と剝皮スギ大苗の主軸切断
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●大苗の主軸切断部位の最大計測値 （ ）書きは被害時期
ス ギ大苗：高さ92㎝（2月） 径8.3㎜（2月）
ヒノキ大苗：高さ69㎝（9月） 径8.8㎜（5月）

令和４年５月９日 撮影令和５年１月10日 撮影

５ 調査結果 （試験地１ ノウサギ被害状況の把握）
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（２）紙筒の防護効果の検証結果
（設置から19ヶ月が経過）

① 薄手の紙筒は、
・背割りにより形状が変形
・全て苗木から外れた（12本）
防護効果の検証には至らな
かった。

② 厚手の紙筒は、
・スギで全て切断被害あり

・ヒノキで６本中５本被害なし
一定の防護効果が見られた。

６ 調査結果 （試験地２ 紙筒の防護効果の検証）

令和5年11月17日撮影

薄手の状態：高さ60㎝

厚手の状態：高さ40㎝
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（１） 紙筒の現況 （19ヶ月が経過）

６ 調査結果 （試験地２ 紙筒の防護効果の検証）

令和５年11月17日 撮影



７ 大苗に対するニホンジカによる食害
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シカ生息密度の高い地域で大苗（苗長110㎝程度）を植栽して食害状況の把握を行った
２週間後の調査で全ての苗木の頂頭部に二ホンジカによる食害を確認した。

８ まとめ

大苗の植栽初期のノウサギ被害状況把握
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【ノウサギの被害】

大苗は主軸が太いことから、普通苗に比べノウサギによる主軸切断の被害は
少ないのではないかと推察していたが、
① スギは大苗であっても、主軸切断の被害が冬季～春先に掛けて発生
② ヒノキの大苗は剝皮の被害が5月～6月に多く発生して枯死に至る
結果となった。

【二ホンジカの被害】

ニホンジカによる被害が確認されている地域においては、今回試験に使
用したサイズ（約110㎝程度）の大苗では、苗木の頂頭部が食害を受けて、
二ホンジカに対する大苗植栽の効果は、全く期待できない結果となった。

【調査結果に基づく考察】
獣害による被害防止対策としては、普通苗、大苗に関わらず植栽初期の
段階から何らかの被害防護対策を検討することが必要。
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８ まとめ

簡易な資材を使用したノウサギ被害防護効果の検証

紙筒を使用した大苗の被覆は、
① スギの大苗では被覆したことで倒伏が発生。
② ヒノキの大苗では倒伏は発生していない。
③ 筒の防護効果は形状、強度はある。（19ヶ月経過）
④ 全調査地における主軸切断の最大高はスギ大苗の92㎝。（積雪あ
り）

という状態である。

【検証結果に基づく考察】

簡易な資材を使用した被覆であっても、ノウサギ被害の防護効果は、十
分期待できる。
また、大苗の被覆については、
① 積雪の多い地域では最低高90㎝以上を検討。
② 積雪のない通常の地域でも最低高80㎝は必要。
③ 特にスギの大苗では倒伏が見られたことから支柱は必要。
と考える。

【検証結果】


